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王地山焼稲荷社神酒瓶

44

市指定
所在地：後川中

薬師三尊懸仏 やくしさんぞんかけぼとけ

市指定
所在地：宮ノ前

嘉永7年（1854）、清陰寺の
稲荷社に奉納された一対の神
酒瓶である。
染付で「稲荷社」の銘と玉
が描かれている。高台裏には
「嘉永七年甲寅年六月王地山
焼太良兵衛代施主西垣太良兵
衛」の紀年と施主の銘がある。
西垣屋太良兵衛は、一時王地
山焼の製作と販売の座元にな
ったことがある。彼は稲荷社
に神酒瓶を奉納する前年、黒
岡春日神社にも同形の神酒瓶
を奉納している。
「王地山焼」の名前で呼ば
れていたことを確証する貴重
な資料である。

波々伯部神社に残された懸
仏で、薬師如来、月光菩薩、
日光菩薩の三体がある。
薬師如来懸仏は鏡板の中心
に薬師如来坐像を彫出し、左
右に花瓶を付け、上部に天蓋
を付けている（欠失）。裏面
に「永正十四年（1517）丙丑
二月吉日」の紀年銘が願文と
ともに墨書されている。
月光、日光菩薩は鏡板の上
から銅板を張り像を打ち出
し、花瓶、天蓋などの装飾を
施している。月光菩薩には
「応永三十四年（1427）六月
十二日」の紀年銘が残る。
年代、願主のわかる懸仏と
して、史料的価値が高い。
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